


松田会頭

令
和
新
時
代
に
向
け
て
！！

６
月
通
常
総
会
開
催

ル
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
し
、
こ

れ
か
ら
歩
む
令
和
時
代
の
先
行
き
も
、

決
し
て
楽
観
で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
て
、

我
々
は
ど
う
対
処
し
て
い
く
べ
き
な
の

か
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ
り
ま
す

が
、
解
決
策
の
第
一
は
、
こ
れ
ま
で
も

申
し
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
と
お
り
、

生
産
性
の
向
上
で
あ
り
、
そ
の
切
り
札

は
Ｉ
Ｔ
等
の
科
学
技
術
の
活
用
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
歩
は
目

を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
Ｉ
ｏ
Ｔ

に
よ
る
業
務
改
善
や
ロ
ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ

な
ど
に
代
替
え
す
る
取
組
も
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
我
々
、
地
方

の
中
小
企
業
で
は
広
く
浸
透
し
て
い
る

と
は
言
え
ず
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
と

い
う
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
津
山
商
工
会
議
所
で
は
、

引
き
続
き
、
日
商
と
連
携
し
て
、
専
門

家
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
を
通
じ

て
、
会
員
企
業
の
Ｉ
Ｔ
等
の
活
用
拡
大

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

解
決
策
の
第
二
は
、
地
方
と
都
市
圏

の
格
差
の
是
正
が
重
要
だ
と
考
え
て
お

　
「
令
和
」
の
新
元
号
が
ス
タ
ー
ト
し
、

和
や
か
な
祝
賀
モ
ー
ド
の
中
で
の
本
日

の
総
会
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
祝
賀
ム
ー
ド
と
は

裏
腹
に
、
足
元
で
は
、
外
需
の
落
ち
込

み
も
あ
り
、
我
が
国
の
景
気
は
緩
や
か

で
は
あ
り
ま
す
が
、
減
速
感
が
指
摘
さ

れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
状
況
の
背
景
に
は
、

米
中
の
貿
易
摩
擦
の
長
期
化
に
よ
る
世

界
経
済
の
減
速
や
日
本
経
済
全
体
の
先

行
き
に
対
す
る
不
透
明
感
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
最
大
の
原
因
は
と
考
え
ま
す
と
、

や
は
り
人
口
減
少
に
よ
る
人
手
不
足
と

そ
れ
に
伴
う
事
業
経
営
の
持
続
性
に
対

す
る
将
来
不
安
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
社
会
的
構
造
の

課
題
は
、
我
々
だ
け
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー

り
ま
す
。

　

平
成
時
代
に
失
わ
れ
た
も
の
は
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
す
が
、
経
済
的
な
視
点

か
ら
の
大
き
な
損
失
は
、
地
方
の
企
業

の
収
益
と
個
人
の
預
貯
金
の
減
少
で
あ

り
ま
す
。
30
年
間
で
大
幅
に
減
少
し
て

お
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
大
企
業
と
中
小
企
業
の
収

益
格
差
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
さ
ら
に

拡
大
し
、
売
上
高
経
常
利
益
率
で
は
、

大
企
業
が
８
．
４
％
に
伸
び
て
い
る
の

に
、
中
小
企
業
は
３
．
１
％
と
ほ
ぼ
横

ば
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
大
企
業
は
円
安
、
株

高
に
よ
る
増
収
益
を
享
受
し
、
地
方
の

中
小
企
業
は
、
円
安
に
よ
る
原
材
料
の

高
騰
を
価
格
転
嫁
で
き
ず
、
収
益
は
伸

び
悩
ん
で
い
る
状
況
が
続
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

日
商
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
地

方
の
中
小
企
業
の
8
割
が
、
原
価
の
高

騰
等
を
価
格
転
嫁
で
き
て
い
な
い
と
答

え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
言
い
換
え
れ
ば
、
地
方
の
中

小
企
業
の
利
益
が
都
市
圏
の
大
企
業
へ

移
転
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
日
商

の
三
村
会
頭
は
、
政
府
の
政
策
懇
談

会
の
中
で
、「
大
企
業
は
、
自
ら
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
持
続
す
る
た
め
に

も
、
適
切
な
取
引
価
格
を
実
行
し
、
下

請
け
の
中
小
企
業
を
育
成
す
る
責
務
が

あ
る
。」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
日
商
を
通
じ
て
、
地
方
に

お
け
る
中
小
企
業
の
こ
う
し
た
現
状
が

地
方
創
生
を
遅
ら
せ
て
い
る
こ
と
を
し

っ
か
り
と
訴
え
て
、
国
策
と
し
て
、
コ

ス
ト
分
を
適
切
に
大
企
業
や
大
手
メ
ー

カ
ー
が
負
担
す
る
仕
組
み
の
制
度
化
を

求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
商
の
調
査
で
も
、
約
8
割
の
中
小

企
業
が
賃
金
等
の
上
昇
分
を
価
格
転
換

で
き
ず
苦
し
ん
で
い
る
と
い
う
実
態
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
直
近
で
は
全
国
一
律
に
最
低

賃
金
を
時
間
単
価
１
０
０
０
円
に
引
き

上
げ
る
動
き
も
あ
り
、
我
々
商
工
会
議

所
は
日
商
を
通
し
て
引
き
続
き
反
対
の

立
場
で
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

解
決
策
の
第
三
は
、
地
方
創
生
の
加

速
で
あ
り
ま
す
。

　

国
が
提
唱
す
る
地
方
創
生
を
実
現
す

る
た
め
の
５
か
年
計
画
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
は
、
策
定
か

ら
４
年
が
経
過
し
、
第
１
期
の
最
終
年

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

農
商
工
連
携
に
よ
る
地
域
特
産
品
の

開
発
販
売
と
広
域
連
携
を
軸
と
し
た
観

光
振
興
へ
の
取
組
の
推
進
が
、
地
方
創

生
総
合
戦
略
の
柱
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
方
創
生
を
加
速
さ
せ
る

た
め
に
は
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
強
力
に
要
望
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
く
し
て
、
経

済
成
長
な
し
。」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

中
途
半
端
な
整
備
で
は
な
く
、
し
っ
か

津山
商工会議所
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■
主
要
事
業

■
主
な
部
会
・
委
員
会
活
動

中
国
経
済
産
業
局
長
表
彰

中
国
地
方
商
工
会
議
所
連
合
会
表
彰

総会の様子

り
と
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
続
け
て
い

く
こ
と
が
地
方
創
生
を
具
体
的
に
動
か

す
原
動
力
で
あ
り
ま
す
。

　

国
道
53
号
の
高
規
格
化
、
津
山
駅
の

近
代
化
な
ど
は
、
津
山
地
域
の
成
長
の

た
め
に
は
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
し
っ
か
り
と
捉
え

て
、
津
山
市
の
第
２
期
地
方
創
生
総
合

戦
略
に
は
、
よ
り
具
体
的
な
事
業
と
産

業
の
活
性
化
の
た
め
に
求
め
ら
れ
る
政

策
を
盛
り
込
む
よ
う
に
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

一
方
、
我
々
商
工
会
議
所
の
会
員
事

業
所
も
、
人
口
減
少
に
よ
る
総
需
要
の

落
ち
込
み
が
こ
れ
か
ら
確
実
に
拡
大
し

て
く
る
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
生
産
性
の
向
上
に
向
け
て
Ｉ
Ｔ
や

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
経
営
の
合
理
化
と
業

務
の
効
率
化
を
追
求
し
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
差
し
迫
っ
た
状
況
に
あ
る

こ
と
を
重
ね
て
申
し
上
げ
て
お
き
た
い

と
想
い
ま
す
。

　

東
京
大
学
の
小
川
紘
一
教
授
は
、
い

ま
起
こ
っ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
の
進
歩

に
よ
る
社
会
的
変
革
は
１
０
０
年
に
一

度
の
経
済
革
命
で
あ
る
と
指
摘
し
て
お

り
ま
す
。

　

是
非
、
皆
様
も
生
産
性
向
上
と
高
付

加
価
値
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
創
造
に
、

あ
ら
た
め
て
挑
戦
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
お
願
い
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
、
私
の
所
信
の
一
端
を
申
し
上

げ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
に

も
、
我
々
中
小
企
業
と
地
方
経
済
を
め

ぐ
っ
て
は
、
多
く
の
課
題
が
存
在
し
ま

す
。
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
価
格

転
嫁
や
軽
減
税
率
へ
の
対
応
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
、
災
害
に
備
え
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
事
業
継
続
計
画
）
対
策
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
多
様
化
す
る
課
題

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
商
工
会
議
所

自
身
が
一
層
の
機
能
強
化
を
図
る
こ
と

も
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
の
新
時
代
に
入
り
、
新
し
い
歴

史
が
始
ま
り
ま
す
が
、
31
期
に
お
き
ま

し
て
も
、
皆
様
か
ら
絶
大
な
る
ご
支
持

が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
引
き
続
き
、
先

頭
に
た
っ
て
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
、
私

か
ら
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

・
新
ホ
テ
ル
（
ザ
・
シ
ロ
ヤ
マ
テ
ラ
ス

　
津
山
別
邸
）
の
開
業

受
賞
者　
玉
置
俊
作
議
員 

㈲
玉
置
印
刷
所

表
彰
者　
山
下
浩
志
職
員  

勤
続
20
年
表
彰

　
　
　
　
織
田
直
樹
職
員  

勤
続
10
年
表
彰

生
産
性
向
上
委
員
会

「
Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
・
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
体

　

験
会
」

都
市
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
他

「
津
山
の
観
光
事
業
の
展
望
」
研
修
会

・
岡
山
大
学
津
山
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　
ト
の
推
進

・
観
光
振
興
に
よ
る
地
域
活
性
化

・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進

税
制
対
策
委
員
会
、
諸
業
部
会

「
事
業
承
継
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」

女
性
活
躍
推
進
委
員
会

「
津
山
市
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

　
推
進
企
業
認
定
制
度
の
活
用
推
進
」

地
方
創
生
推
進
委
員
会

「
地
方
創
生
と
観
光
」
講
演
会

医
療
福
祉
部
会

「
津
山
地
域
の
医
療
と
福
祉
」
講
演
会

　

６
月
25
日
（
火
）
ザ
・
シ
ロ
ヤ
マ
テ

ラ
ス
津
山
別
邸
に
於
い
て
通
常
総
会
を

開
催
し
、
平
成
30
年
度
事
業
報
告
並
び

に
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
収
支
決
算

報
告
に
つ
い
て
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

30
年
度
実
施
し
た
主
な
事
業
に
つ
い

て
は
以
下
の
通
り
で
す
。

■
そ
の
他
　
議
決
事
項

議
員
職
務
者
の
変
更
に
よ
る
常
議
員
の
交
代

新
任
者　
天
野　
誠
氏

　
　
　
　
エ
バ
ラ
食
品
工
業
㈱
津
山
工
場
長

新
任
者　
池
内　
徹
氏

　
　
　
　
㈱
鳥
取
銀
行
津
山
支
店
執
行
役
員
支
店
長

新
任
者　
吉
本
英
明
氏

　
　
　
　
㈱
中
国
銀
行
津
山
支
店
執
行
役
員
支
店
長

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
～

２
０
３
０
年
の
仕
事
論
～
」

「
津
山
ア
イ
デ
ィ
ア
ソ
ン
」
等
の
実
施

文
化
・
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
委
員
会

「
津
山
市
の
観
光
振
興
に
関
す
る
提
言
」
を

津
山
市
に
提
出
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■
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
、
補
助
金
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
消
費
者

還
元
事
業
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
経
営
支
援
課
ま
で

　
電
話
：
０
８
６
８
‐
２
２
‐
３
１
４
１

消
費
税
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
制
度

　

津
山
商
工
会
議
所
議
員
は
２
０
１
９
年
10
月
31
日
を

以
っ
て
任
期
を
満
了
す
る
こ
と
か
ら
改
選
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
２
０
１
９
年
9
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
新

議
員
の
選
出
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
議
員
は
、
商
工
業
者
を
代
表
し
て
商
工

会
議
所
の
事
業
運
営
に
関
与
し
、
そ
の
事
業
の
推
進
役

と
な
っ
て
、
地
域
に
お
け
る
商
工
業
の
振
興
と
地
域
社

会
の
進
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
重
要
な
役
割
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
議
員
改
選
が
円
滑
に
行
わ
れ
ま

す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
議
員
の
定
数
は
１
０
０
名

　

商
工
会
議
所
の
議
員
選
挙
は
、
広
く
商
工
業
者
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
１
０
０
名
の
議
員
を
幅
広
い

分
野
の
中
か
ら
選
出
致
し
ま
す
。
選
任
方
法
に
よ
っ
て

3
つ
に
区
分
さ
れ
「
1
号
議
員
」「
2
号
議
員
」「
3
号

議
員
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
1
号
か
ら
3
号
の

区
分
は
選
出
の
方
法
に
よ
っ
て
便
宜
上
区
別
さ
れ
ま
す

が
、
選
出
後
は
同
一
の
身
分
と
な
り
ま
す
。

　

選
ば
れ
た
議
員
は
、
商
工
会
議
所
の
最
高
議
決
機
関

で
あ
る
「
議
員
総
会
」
の
構
成
員
と
し
て
商
工
会
議
所

の
運
営
に
関
す
る
必
要
な
事
項
の
決
定
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

◆
1
号
議
員
（
50
名
）
⋮
公
職
選
挙
の
よ
う
に
会
員
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
定
商
工
業
者
の
投
票
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
選
任
さ
れ
る
議
員

◆
2
号
議
員
（
35
名
）
⋮
業
種
別
の
部
会
（
7
部
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
と
に
選
任
す
る
議
員

◆
3
号
議
員
（
15
名
）
⋮
1
号
・
2
号
議
員
が
協
議
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
任
す
る
議
員

●
8
月
31
日
（
予
定
）
で
選
挙
人
名
簿
調
整

　

当
商
工
会
議
所
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
8
月
31
日

時
点
で
選
挙
権
を
持
つ
会
員
を
掲
載
し
た
選
挙
人
名
簿

今
年
は
議
員
改
選
の
年
で
す
！
を
調
整
し
ま
す
。
選
挙
人
名
簿
に
な
い
会
員
は
選
挙
に

参
加
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
会
費
納
入
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す

　

議
員
選
挙
で
選
挙
権
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

当
商
工
会
議
所
の
会
員
と
特
定
商
工
業
者
の
二
者
に
限

定
さ
れ
ま
す
。（
特
別
会
員
を
除
く
）
た
だ
し
、
会
員

や
特
定
商
工
業
者
の
資
格
が
あ
っ
て
も
無
条
件
に
選
挙

権
が
与
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
次
の
よ
う
な
制
約

が
あ
り
ま
す
。

︿
会
員
の
場
合
﹀

①
２
０
１
９
年
度
の
年
会
費
を
９
月
９
日
ま
で
に
納
付

　

し
て
い
る
こ
と
。

②
商
工
会
議
所
の
管
轄
区
域
内
に
事
業
者
が
あ
り
、
営

　

業
し
て
い
る
こ
と
。

③
商
工
業
者
で
あ
る
こ
と

︿
特
定
商
工
業
者
の
場
合
﹀

　

２
０
１
９
年
度
の
特
定
商
工
業
者
負
担
金
を
９
月
９

日
ま
で
に
納
付
し
て
い
る
こ
と
。

　

尚
、
取
扱
店
は
津
山
市
内
に
店
舗
が

あ
る
事
業
所
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

議
員
選
挙
選
任
の
流
れ

津山
商工会議所
所報
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レ
ジ
・
シ
ス
テ
ム
補
助
金
利
用
の
事
業
者
様
は

レ
ジ
等
の
導
入
を
お
急
ぎ
下
さ
い
！

︻
完
了
期
限
︼
本
年
９
月
30
日

　
９
月
30
日
ま
で
に
導
入
・
改
修
・
支
払
い
が
完
了

　
し
た
レ
ジ
等
が
対
象
で
す
。

※
現
在
、業
者
へ
の
注
文
や
依
頼
が
殺
到
し
て
お
り
、

　

在
庫
不
足
や
納
入
業
者
の
対
応
が
間
に
合
わ
な
い

　

場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
相
談
下

　

さ
い
。

︻
補
助
金
申
請
期
限
︼
本
年
12
月
16
日

︻
対
象
事
業
者
︼
日
頃
か
ら
レ
ジ
等
を
使
用
し
て
食

　
料
品
な
ど
軽
減
税
率
対
象
商
品
を
販
売
し
、
将
来

　
に
わ
た
り
継
続
し
て
販
売
を
行
う
、
中
小
企
業
・

　
小
規
模
事
業
者
等

︻
補
助
率
︼
原
則
３
／
４

★
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る

　
レ
ジ
、シ
ス
テ
ム
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
等
が
対
象
で
す
。

Ａ
︲
１
型 

レ
ジ
・
導
入
型 

Ａ
︲
２
型 

レ
ジ
・
改
修
型 

Ａ
︲
３
型 

モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
シ
ス
テ
ム 

Ａ
︲
４
型 

Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
シ
ス
テ
ム 

Ａ
︲
５
型 

券
売
機

Ａ
︲
６
型 

商
品
マ
ス
タ
設
定

Ｂ
︲
１
型 （
※
交
付
申
請
は
６
月
２
８
日
で
終
了
）

Ｂ
︲
２
型 

受
発
注
シ
ス
テ
ム
自
己
導
入
型　

Ｃ
︲
１
型 

請
求
書
管
理
シ
ス
テ
ム
改
修･

導
入
型

Ｃ
︲
２
型 

請
求
書
管
理
シ
ス
テ
ム
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
自
己
導
入
型

Ｃ
︲
３
型 

請
求
書
管
理
シ
ス
テ
ム
事
務
機
器
改
修･

導
入
型

詳
し
く
は
こ
ち
ら
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 ︻
軽
減
税
率
対
策
補
助
金 http://kzt-hojo.jp

︼



■
津
山
商
工
会
議
所　
総
務
管
理
課

　
電
話
：
０
８
６
８
‐
２
２
‐
３
１
４
１

　
電　
話
：
０
１
２
０
‐
９
４
７
‐
１
８
８

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
８
６
‐
２
０
６
‐
２
０
２
７

　

E-m
ail.  hatarakikata@crest.ocn.ne.jp

■
お
問
合
せ
先

会
員
共
済
制
度

取
扱
店
申
込
期
間
：

「
ご
ん
ち
ゃ
ん
共
済
」配
当
金

 
配
当
率
42
．18
％
！

　

平
成
30
年
度
の
配
当
金
は
、
７
月
19

日
（
金
）
に
掛
金
引
落
口
座
に
振
り
込

み
予
定
で
す
。

　

対
象
事
業
所
へ
は
明
細
書
を
送
付
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご
加
入
く
だ
さ
い
！

　
「
ご
ん
ち
ゃ
ん
共
済
」

　

当
所
で
は
８
月
に
「
ご
ん
ち
ゃ
ん
共

済
加
入
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
催

し
ま
す
。
期
間
中
に
加
入
・
増
口
い
た

だ
き
ま
し
た
事
業
所
に
は
、
次
月
号
の

所
報
で
ご
案
内
す
る
共
済
還
元
事
業

の
ご
優
待
（
抽
選
な
し
で
の
ご
参
加
）、

ま
た
は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま

す
の
で
、
是
非
ご
加
入
く
だ
さ
い
！

津
山
市
青
色
申
告
会 

定
期
総
会
開
催

青
申
だ
よ
り

津
山
市
青
色
申
告
会 

定
期
総
会

　

２
０
１
９
年
度
定

期
総
会
が
開
催
さ
れ
、

来
賓
を
含
め
40
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
２
０
１
８

年
度
優
秀
青
色
申
告
者
の
表
彰
を
行
い
、

役
員
改
選
に
つ
い
て
は
、
神
㟢
信
輔
氏

が
新
し
く
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
そ

の
他
の
議
案
も
慎
重
審
議
さ
れ
、
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
は
、
研
修
会
と
し
て
、

津
山
税
務
署　

副
署
長　

髙
田
啓
一
様

よ
り
「
相
続
税
に
つ
い
て
（
争
続
に
な

ら
な
い
為
に
）」
に
つ
い
て
講
話
頂
き
、

新
会
長
と
な
ら
れ
た
神
崎
氏
が
税
理
士

と
し
て
他
で
は
聴
く
こ
と
が
で
き
な
い
、

楽
し
い
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。

︻
２
０
１
８
年
度
優
秀
青
色
申
告
者
︼

・
大
坪
博
昭  FIELD

・
高
橋
浩
治  

ガ
レ
ー
ジ
テ
ィ
オ

・
姫
野
文
人  HOURS hair design product

・
堀
口
敦
子  

く
つ
ろ
ぎ
の
部
屋 M

USE 

　

働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

（
厚
生
労
働
省
岡
山
労
働
局
委
託
事
業
）

で
は
と
い
っ
た
お
悩
み
を
持
つ
事
業
主

の
方
か
ら
の
ご
相
談
を
無
料
で
お
受
け

し
ま
す
。

　

ご
希
望
に
応
じ
て
、
専
門
家
が
直
接

企
業
に
訪
問
し
、
労
働
時
間
管
理
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
賃
金
制
度
の
見
直
し
等
に
関

す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
も
実
施
し
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
お
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　「
36
協
定
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
」

　「
非
正
規
の
方
の
待
遇
を
よ
く
し
た
い
」

　「
助
成
金
を
活
用
し
た
い
が
、
利
用
で

　
　き
る
助
成
金
が
分
か
ら
な
い
」

岡
山
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

　
の
ご
案
内

就業規則
の変更、

労働関係
助成金の

活用など
もアドバ

イスしま
す！

　
岡
山
市
北
区
厚
生
町
３
丁
目
１
番
15
号

　
岡
山
商
工
会
議
所
内

　
受
付
時
間
：
９
時
〜
17
時

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

『
津
山
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
』

取
扱
店
募
集
の
お
知
ら
せ

　
電　
話
：
０
８
６
８
‐
３
２
‐
７
０
０
４

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
８
６
８
‐
３
２
‐
７
０
０
５

■
お
問
合
せ
＆
申
込
み
：

　

津
山
市
役
所
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
対
策
室

　

尚
、
取
扱
店
は
津
山
市
内
に
店
舗
が

あ
る
事
業
所
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

津
山
市
で
は
10
月
1
日
か
ら
の
消
費

税
10
％
へ
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
子
育

て
世
帯
及
び
低
所
得
者
の
消
費
へ
の
影

響
を
緩
和
す
る
こ
と
、
ま
た
、
地
域
に

お
け
る
消
費
の
喚
起
を
目
的
と
し
て
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
を
行
い
ま
す
。

用途に応じて、 のし・包装を承ります。
在庫状況によりお渡しにお時間いただく場合が
ございますので、 事前にご連絡ください。

【ＪＣＢギフトカード販売店】

協同組合日専連津山
津山市二階町５７
TEL 22︲5181　FAX 22︲3123
営業時間  ９：00 ～ 17：00　定休日  土・日・祝

お中元など季節のご挨拶、冠婚葬祭、
　ゴルフコンペ、快気祝い等々
　　便利な『ＪＣＢギフトカード』はいかがですか？

６
月
27
日（
木
）-

津
山
商
工
会
館-

神㟢新会長

（
美
容
業
）

（
洗
車
業
）

（
美
容
業
）

（
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
）

　
　
　
令
和
元
年
6
月
3
日
（
月
）

　
　
　
～
令
和
2
年
3
月
31
日
（
火
）

5 ２０１９／７月号

津山
商工会議所
所報
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